
九州大学洋上風力研究教育センター 洋上風力発電人材育成講座 

「風力発電システム（初級）」 2025年度後期 

■実施概要

主 担 当 ： 田中 元史 教授 （九州大学 洋上風力研究教育センター社会実装推進部門） 

概 要 ： 洋上風力発電システムの機械、電気の基本と、維持管理手法を概説する。 

到達目標 ： 風力発電システムの初級エンジニアとして必要な工学知識を習得する。 

講義形式 ： 日本橋ライフサイエンスビルディング（東京都日本橋）での対面(及びオンライン)授業。 

実際の授業時間後に、録画した動画を視聴し受講することも可。 

受講人数 ： 20名 

受 講 料 ： 19,000円 

講義予定日 ： 2025年12月１１日（木） 1３：０0～１８：００ 

■2025年度後期実施計画 ： 全３回 （１回９０分）

時間 ご担当 授業のテーマ 内容 

1 
１３：00～ 

1４：３0 

九州大学 

洋上風力研究教育センター 

田中 元史 教授 

洋上風力発電の

機械工学 

本講座の概要と、風力発電の機械システム（風のエネルギーから発電出

力への変換まで）とその特性及び主要構成機械について概説する。 

・本講座の概要

・風車の基礎

・風の発生、風のエネルギー、運動量理論、翼

・風車の制御、出力特性

・機械機器

2 
１４：４５～ 

1６：１５ 

九州大学 

洋上風力研究教育センター 

大迫 俊樹 教授 

洋上風力発電の

電気工学 

風力発電の電気システム（風車から系統連系まで）及び主要電機品の動

作原理と風車制御方法について概説する。 

・電気システム及び構成品

・発電システム

・PMSGのモデル化と制御方法

・風車・ウィンドファーム制御、SCADA装置

・送電線路のモデル化、系統連系要件

3 
１６：３0～ 

1８：０0 

株式会社 北拓 

総務部 課長 

伊藤 嘉隆 様

風力発電所の 

維持管理 

風力発電所におけるメンテナンス手法及び計画立案について概説する。 

・風力発電について

・洋上風力発電の現状

・風力発電設備のメンテナンス

【短期集中講座】



九州大学洋上風力研究教育センター 洋上風力発電人材育成講座 

「風況・海象（初級）」 2025年度後期 

■実施概要

主 担 当 ： 内田 孝紀 教授 （九州大学 応用力学研究所 再生可能流体エネルギー研究センター 兼 

洋上風力研究教育センター マルチスケール洋上風況研究部門長）  

概 要 ： 日本の気象・海象に対応した野外観測手法、数値シミュレーション手法、室内実験手法の基本を身につける。 

到達目標 ： 風況・海象の基礎知識を理解するとともに、実際の問題に対する解析能力を身に付ける。 

受講条件 ： 原則、九州大学筑紫キャンパス（福岡県春日市）で開催する対面講義、実習に参加が可能なこと。 

（交通費、宿泊費は受講者負担） 

講義形式 ： 2．風洞実験実習と4.水槽実験実習は対面実習のみ。1．風況実験概論と3.水槽実験概論は、オンラインおよび実際の授

業時間後に、録画した動画を視聴し受講することも可能。 

対面での講義・実習は、九州大学筑紫キャンパスで行う。実験実習に参加しない場合も受講料は同額。 

受講人数 ： 20名 

受 講 料  ：  23,000円 （実習参加に伴う旅費、宿泊費等はご自身でご負担ください） 

講義予定日 ：  2025年12月２２日（月） 10：30～１6：5０（休憩：12:00～13：00 ） 

■2025年度後期実施計画 ： 全4回 （講義２回９０分/回 ・ 実習２回60分/回）

時間 ご担当 授業のテーマ 内容 

1 
10：30～

12：00 

九州大学 

応用力学研究所 

内田 孝紀 教授 

風洞実験概論 

洋上風力発電に関連する気象(風況)、および関連する野外観測手法、数値

シミュレーション手法、風洞実験手法の基礎を概説する．特に、九州大学応

用力学研究所が所有する大型風洞設備を活用した(着床式・浮体式)風車

ウエイクの風洞実験について、相似則や気流計測を中心に解説する。

２ 
13：00～

14：00 

九州大学 

応用力学研究所 

内田 孝紀 教授 

風洞実験実習 
本演習用に制作した風車模型を用いて、風車模型下流に形成される流れ

場(風車ウエイク現象)の気流計測や可視化の演習を行う。 

３ 
14:10～ 

15：40 

九州大学 

応用力学研究所 

胡 長洪 教授 

水槽実験概論 

洋上風力発電施設の設計に必要な波浪・海潮流などの海象データ、および

その取得方法、浮体式洋上風車に関する数値シミュレーション手法、水槽

実験手法の基礎（相似則など）を概説する。 

４ 
15:50～

16:50 

九州大学 

応用力学研究所 

胡 長洪 教授 

水槽実験実習 

九州大学応用力学研究所が所有する大型水槽施設を利用して、セミサブ

型浮体式洋上風車の模型を用いて、波浪中の動揺計測に関する演習を行

う。 

【短期集中講座】



九州大学洋上風力研究教育センター 洋上風力発電人材育成講座 

「浮体設計・支持構造物（初級）」 2025年度後期 

■実施概要

主 担 当 ： 宇都宮 智昭 教授 （九州大学 工学研究院 海洋システム工学部門 兼 

洋上風力研究教育センター 支持構造物・洋上送電研究部門長） 

概 要 ： 洋上風力発電設備支持構造物（特に浮体式）の概要と特徴，その設計における留意点等について概説する。 

到達目標 ： 洋上風力発電設備支持構造物（特に浮体式）の設計の全体像を理解し，設計・開発にあたっての基礎知識を習得する。  

講義形式 ： 日本橋ライフサイエンスビルディング（東京都日本橋）での対面(及びオンライン)授業。 

実際の授業時間後に、録画した動画を視聴し受講することも可。 

受講人数 ： 20名程度 

受 講 料 ： ５6,000円を予定 

講義予定日 ： 2026年３月11日（水） 10：30～１8：00 

2026年３月12日（木）  ９：30～１7：15  （17:30-１9:00、懇親会を予定（希望者のみ，会費制）） 

■2025年度後期実施計画 ： 全8回 （１回９０分）

時間 ご担当 授業のテーマ 内容 

1 

【3月11日】 

１0：30～ 

12：00 

九州大学 工学研究院 

宇都宮 智昭 教授 

浮体式洋上風力

発電の概要 

浮体式洋上風力発電の国内外における開発の歴史と近年の状況，各形

式（スパー，セミサブ，バージ，TLP）の概要とその特徴について概説す

る。 

2 

【3月11日】 

１3：00～ 

14：30 

九州大学 工学研究院 

宇都宮 智昭 教授 

浮体式洋上風力

発電設備支持構

造物の設計体系 

浮体式洋上風力発電設備支持構造物の設計全体の流れについて解説す

る。 

3 

【3月11日】 

１4：45～ 

16：15 

九州大学 工学研究院 

宇都宮 智昭 教授

自然環境条件の

設定 

浮体式洋上風力発電設備支持構造物の設計にあたって必要となる自然

環境条件の設定方法について解説する。 

4 

【3月11日】 

１6：30～ 

18：00 

（一財）日本海事協会 

再生可能エネルギー部 

部長 岩下 智也 様 

浮体式洋上風力

発電設備の法規

制と認証 

浮体式洋上風力発電設備にかかる関連法規や認証、基準等について，そ

の概要と実際の審査の流れ，留意点などについて解説する。 

5 

【3月12日】 

９：30～ 

11：00 

九州大学 工学研究院 

宇都宮 智昭 教授 

全体応答解析

（荷重解析） 

浮体式洋上風力発電設備支持構造物の設計にあたって必要となる全体

応答解析（荷重解析）について解説する。 

6 

【3月12日】 

11：15～ 

12:00; 

13：00～ 

13:45 

九州大学 工学研究院 

宇都宮 智昭 教授 

安定性・強度・疲

労照査，係留設

計 

浮体式洋上風力発電設備支持構造物の安定性・強度・疲労照査，係留設

計について，その概要を解説する。 

7 

【3月12日】 

１4：00～ 

1５：30 

九州大学 工学研究院 

宇都宮 智昭 教授 

製作・施工・維持

管理・撤去，将来

展望 

浮体式洋上風力発電設備の製作・施工・維持管理・撤去の概要，今後の商

用化に向けての留意点やポイント，将来展望等について解説する。 

8 

【3月12日】 

１５：45～ 

17：15 

Ramboll Japan株式会

社テクニカルディレクター 

田口 智朗 様 

浮体式洋上風力

発電の事業開発

とプロジェクト・

マネジメントなら

びに現状と課題

浮体式洋上風力発電のプロジェクト・ライフ・サイクルとプロジェクト・マ

ネジメントについて解説すると共に、浮体式洋上風力発電事業を進める

上での日本における現状と課題について、欧州との比較も交え、概説す

る。

【短期集中講座】



九州大学洋上風力研究教育センター　洋上風力発電人材育成講座

「洋上風力入門」 2025年度後期

：	 宇都宮 智昭 教授 （九州大学 工学研究院 海洋システム工学部門 海洋システム設計学 兼　

 洋上風力研究教育センター 支持構造物 ・ 洋上送電研究部門長）　　

：	 サイト条件評価、 風車工学、 支持構造物 ・ 浮体設計、 環境 ・ 経済評価の各々のエッセンスを入門的に学ぶことができる。 

：	 特になし。

：	 洋上風力発電に関する全体像を理解するとともに、 今後、 さらに学習を深める上での動機付けをおこなう。

：	 オンライン授業。 実際の授業時間後に、 録画した動画を視聴し受講することも可能。 

：	 43,000 円／名

：	 後期 （10 月～ 11 月） 毎週水曜日 14:50 ～ 16:20

ご担当 授業のテーマ 内容

1

RECOW 客員教授

谷山　賀浩 氏 

( 東芝エネルギーシステムズ 株式会社 )

RECOW 客員准教授

吉川 雄大 氏 （丸紅洋上風力開発 株式会社） 

RECOW 客員教授

吉岡 健 氏 （ひびきウインドエナジー 株式会社）

大型風車の洋上風力の実プロ

ジェクト案件紹介

大型風車の国産化 ・ 洋上変電所、 秋田港 ・

能代港洋上風力発電所の概要、 北九州響灘

洋上ウインドファームの概要。

2
九州大学 工学研究院 

宇都宮 智昭 教授

洋上風車支持構造物 ・ 海底

ケーブルによる電力輸送

洋上風車の支持構造物および海底ケーブルに

よる電力輸送について入門的に講義。

3
佐賀大学 海洋エネルギー研究所　

吉田 茂雄 教授
洋上風車

風車、 ならびに、 風車の設計法 ・ 解析法の概

要を入門的に講義する。

4
九州大学 応用力学研究所　

内田 孝紀 教授

風況、 風車ウェイク ( 数値シ

ミュレーション、 風洞実験、

野外計測 )

風力発電に関連する風況 ( 風車ウェイク ) を

入門的に講義。

5
九州大学 応用力学研究所　

胡 長洪 教授
数値シミュレーション

浮体式洋上風車の設計に関わる数値シミュ

レーションについて、 基礎理論と計算手法の

解説、 浮体 ・ 風車を一体として解く連成解析

手法の紹介など、 入門的に講義する。

6
九州大学　洋上風力研究教育センター

早渕 百合子 教授

環境経済評価

洋上風力発電事業の経済性、 環境影響評価

等、 洋上風力発電における環境経済評価の

エッセンスを入門的に講義。

7
RECOW 客員教授 

安田　 陽　氏 

洋上風力発電の電力工学　 

〜電気設備・耐雷・系統連系・

系統計画〜

洋上風力発電を中心とする再生可能エネル

ギー発電所を電力システムに接続し、 安全か

つ効率的に運用するために必要な電力工学の

基礎を入門的に講義。

8
RECOW 客員教授

田口　智朗　氏 （Ramboll Japan 株式会社）

洋上風力発電のプロジェクト

ライフサイクルとプロジェクト

マネジメント

洋上風力発電事業に係る戦略立案などの開発

初期～企業化検討～概念設計～公募 ・ 落札～

詳細設計～建設 ・ 据付～運転 ・ 保守～撤去と

いった一連のライフサイクルとそのプロジェク

トマネジメント手法について概説する。

■ 2025年度後期実施計画 ： 全８回 （１回９０分）

■実施概要

主 担 当

概 要

受 講 条 件

到 達 目 標

講 義 形 式

受 講 料

講義予定日

北九州市立大学 経済学部 

牛房 義明 教授

【通常講座】



九州大学洋上風力研究教育センター　洋上風力発電人材育成講座

「サイト条件評価」 2025年度後期

ご担当 授業のテーマ 内容

1
九州大学応用力学研究所 

内田 孝紀 教授

オリエンテーション

および流体力学基礎

本授業の方針や進め方などを概説するとともに、 流体力学の基礎方

程式など、 風力発電に関する流体力学全般について概説する。

2
九州大学応用力学研究所 

内田 孝紀 教授
数値風況計算基礎

風力発電に関連する数値風況計算手法の基礎について概説す

る。

3
九州大学応用力学研究所 

内田 孝紀 教授
風洞実験基礎 風力発電に関連する風洞実験手法の基礎について概説する。

4
九州大学応用力学研究所 

内田 孝紀 教授
野外風況観測基礎

風力発電に関連する野外風況観測手法の基礎について概説す

る。

5
九州大学応用力学研究所 

胡 長洪 教授
波浪力学基礎 （１）

微小振幅進行波の理論解を導出するとともに、 水波基礎を概

説する。

6
九州大学応用力学研究所 

胡 長洪 教授
波浪力学基礎 （２）

規則波、 不規則波、 海象統計の基礎など、 浮体設計に必要な

波浪知識を紹介する。

7
九州大学応用力学研究所 

胡 長洪 教授
水槽実験法

水槽実験の相似性など、 浮体式洋上風力発電装置の水槽実験

手法について概説する。

8
九州大学総合理⼯学研究院

⼭形 幸彦 准教授
雷害 絶縁破壊現象の基礎、 雷害及びその対策例について概説する。

9

RECOW 客員教授 

高桑 晋 氏

(ENEOS リニューアブル・エナジー株式会社 )

数値風況計算手法 風力発電に関連する数値風況計算手法について概説する。

10
RECOW 客員教授

荒木 龍蔵 氏 ( 日本気象株式会社 )
野外風況観測手法１

大気境界層：風力発電に必要となる大気境界層学について概説する。 

1. 大気境界層の概説 2. 風力発電と気象観測 3. ウエイク観測

11
RECOW 客員准教授

川島 泰史 氏 (西日本技術開発株式会社)
野外風況観測手法２

風況観測 ・ 解析関係について概説する。

１．データ精査 ・ 整理　２．統計解析　３．LaiDAR 精度検証

12

RECOW 客員准教授

市川　弘人　氏

( 株式会社ユーラスエナジーホールディングス )

野外風況観測手法３
風況観測 ・ 風況分析が風力発電設備の建設 ( 適合性評価） に

どのように活用されるか概説する。

13
RECOW 客員准教授 

吉田　忠相 氏 ( カナデビア株式会社 )
風力発電 1

陸上風力発電に関する最新の数値風況計算手法などを概説す

る。

14

RECOW 客員教授

谷山　賀浩　氏

( 東芝エネルギーシステムズ株式会社 )

風力発電 2 洋上風力発電に関する最新の風況研究事例などを概説する。

15
九州大学応用力学研究所 

内田 孝紀 教授
風力発電 3

陸上 ・ 洋上風力発電の風況分野に関して、 将来の課題やその

解決方法などを概説する。

■ 2025年度後期実施計画 ： 全 15 回 （１回９０分）

■実施概要

：	 内田 孝紀　教授 （九州大学 応用力学研究所 再生可能流体エネルギー研究センター 兼　

 洋上風力研究教育センター マルチスケール洋上風況研究部門長）　　

：	 日本の気象 ・ 海象に対応した観測やシミュレーション手法、 風車配置最適化手法を学ぶことにより、 対象区域の発電量ポ 

テンシャルを導く方法論を身に付ける。

：	 流体力学に関する基礎的事項を理解していることが望ましい。

：	 サイト条件評価の基礎知識を理解するとともに、 実際の問題に対する解析能力を身に付ける。

：	 オンライン授業。 実際の授業時間後に、 録画した動画を視聴し受講することも可能。 

：	 73,000 円／名

：	 後期 （10 月～ 2 月） 毎週火曜日 10:30 ～ 12:00

主 担 当

概 要

受 講 条 件

到 達 目 標

講 義 形 式

受 講 料

講義予定日

【通常講座】



九州大学洋上風力研究教育センター　洋上風力発電人材育成講座

「洋上風車工学」 2025年度前期

：	 吉田 茂雄 教授 （佐賀大学 海洋エネルギー研究所 兼　

 九州大学 応用力学研究所 再生可能流体エネルギー研究センター、 洋上風力研究教育センター）　　

：	 洋上風力エネルギー、 ならびに、 それらの利用技術に関して、 エネルギー変換の基本原理、 解析法、 機器設計、 

 評価法などを身に付ける。

：	 流体力学 / 流体工学， 振動工学を理解していることが望ましい。 演習では MS Excel を使用する。

：	 風車の設計 ・ 解析に関する基礎的な知識を習得する

：	 オンライン授業。 実際の授業時間後に、 録画した動画を視聴し受講することも可能。 

：	 73,000 円／名

：	 前期 （４月１５日～７月２９日　毎週火曜日 8:50 ～ 10:20）

授業のテーマ 内容

1 風力発電の背景
環境、 エネルギー、 導入ポテンシャル、 発電コスト、 導入目標など、 風

力発電の背景、 社会的価値について概要を解説する。

2 風車の基礎 風車の基本構成や主要部位の呼称など、 風車の基礎について解説する。

3 風車概念設計
風車サイズ、 風車クラス、 ロータ形式、 制御方式、 ドライブトレイン形式、

経済性など、 風車の概念設計法について解説する。

4 運動量理論
風車ロータの解析 ・ 設計の基本となるアクチュエータディスクモデルにつ

いて解説する。

5 渦法 風車ロータの設計 ・ 解析に有用な渦法について解説する。

6 翼素 ・ 運動量理論
風車の設計 / 解析に一般に使用されている翼素 ・ 運動量理論について解

説する。

7 風車ロータ設計 翼素 ・ 運動量理論による風車ロータの設計法について解説する。

8 翼型
風車ロータの翼型 （翼断面形状） に関して、 ロータの運用条件、 風車用

翼型の要件、 空力係数、 代表的な風車翼型について解説する。

9 風車ロータにおける翼型特性 翼型を風車ロータに適用した場合の空力特性について解説する。

10 風車の制御 ・ 保護
風車の制御 ・ 保護の概要、 ならびに、 発電機トルク制御、 ピッチ制御の

設計法について解説する。

11 連成解析法
風車の設計 ・ 解析に必要な連成解析 （空力弾性解析） における風車各要

素のモデリングと解析法について解説する。

12
風車基本設計、

サイト適合性評価

風車設計の準拠規格， 設計荷重ケース、 荷重 ・ 応答計算法、 終局荷重 /

疲労荷重の計算法、 システムエンジニアリング （最適化）、 ならびに、 設

置サイトへの適合性の評価方法について解説する。

13 荷重計算
実設計における気象 ・ 海象条件の設定法、 荷重計算法、 設計荷重条件

を解説する。

14

風車の構造設計／特別講義

RECOW 客員教授 

飛永育男氏 （日立製作所 / 合同会社風力発電機研究所）

風車に使用する材料、 ならびに、 ブレード、 タワーなどの風車の構造設

計について解説する。

15

風車の機械要素設計／特別講義

RECOW 客員教授

飛永育男氏 （日立製作所 / 合同会社風力発電機研究所）

ベアリング、 増速機などの風車に使用する主要な機械要素の設計につい

て解説する。

■ 2025年度前期実施計画 ： 全 15 回 （１回９０分）

主 担 当

概 要

受 講 条 件

到 達 目 標

講 義 形 式

受 講 料

講義予定日

■実施概要

【通常講座】



九州大学洋上風力研究教育センター　洋上風力発電人材育成講座

「支持構造物」 2025年度後期

授業のテーマ 内容

1
不規則波に対する浮体応答のスペクト

ル法による算定 (1)
不規則波の代表値、 波のパワースペクトル、 応答のパワースペクトル

2
不規則波に対する浮体応答のスペクトル法に

よる算定 (2)・不規則波中での変動波漂流力

3

不規則波および不規則波応答の統計的性質、 解析例。規則波中での定常波漂流力、 変動波漂

流力の発生メカニズム、 変動波漂流力の定式化と Newman 近似

4

係留ライン解析 （カテナリー理論） カテナリ―理論の基礎式、 カテナリーラインの特性線図

5

浮体応答に対する係留反力の算定 カテナリーラインの特性線図の逆関係、 浮体動揺と係留反力の関係、 解析例

6

時間領域での浮体動揺シミュレーションと係留設計 (1) 時間領域での浮体の運動方程式、 メモリー影響関数の計算、平均加速度法

7

時間領域での浮体動揺シミュレーション

と係留設計 (2)

不規則波 ・ 1 次波強制力 ・ 変動波漂流力の発生手法、 流れ ・ 風による定常外力につい

て、 C.C. 法による解析プログラムおよび解析例

8

時間領域での浮体動揺シミュレーション

と係留設計 (3)
C.I. 法による解析プログラムおよび解析例

9

演習、 OrcaFlex による浮体の時刻歴

応答解析 （番外編）
OrcaFlexによる円柱状浮体の時刻歴応答解析（番外編）

10

Morison 式の浮体応答解析への適用
Morison 式と Diffraction 理論の適用範囲、Morison 式、付加質量係数・慣性力係数・

抗力係数、 スパー型浮体に作用する波力、 有限振幅波の扱い ： Wheeler の Stretch 法

11

特別講義
RECOW 客員准教授 
高島 新一郎 氏 ( 関西設計株式会社）

RECOW 客員教授 
大窪 慈生 氏 ( カナデビア株式会社）

浮体式洋上風力発電設備の基本設計、 次世代浮体式洋上風力発電システム実証研

究（バージ型） 浮体 ・ 係留設計事例

12

マルチボディダイナミクス
剛体の運動 ： Euler の運動方程式、 Euler の運動方程式の誘導、 回転の角度表現、 多

剛体系のダイナミクス、 MBDyn による剛体運動の解析

13

浮体式洋上風車のマルチボディダイナ

ミクスによる解析 (1)
MBDyn例題 ： Cantilever Beamの解析、他

14

浮体式洋上風車のマルチボディダイナ

ミクスによる解析 (2)
スパー型浮体のMBDynによる解析

15
浮体式洋上風車のマルチボディダイナ

ミクスによる解析 (４)
OC3 Hywind モデルの解析

■ 2025年度後期実施計画 ： 全 15 回 （１回９０分）

■実施概要 （2025 年度前期に浮体設計、 後期に支持構造物について実施）

：	 宇都宮 智昭 教授 （九州大学 工学研究院 海洋システム工学部門 海洋システム設計学 兼　

 洋上風力研究教育センター 支持構造物 ・ 洋上送電研究部門長）　　

：	 浮体の波浪中応答解析法の基礎理論を理解するとともに、 実際の問題に対する解析能力を身に付ける。 後期開講の支持 

構造物においては、 周波数領域 ・ 時間領域それぞれでの応答解析法とともに、 風車支持構造物としての風車 ・ 浮体 ・ 係 

 留連成系としての時刻歴応答解析についても扱う。

：	 前期に開講する 「浮体設計」 を受講済みであることが望ましい。

：	 浮体の波浪中応答解析法の基礎理論を理解するとともに、 風車支持構造物としての浮体 ・ 係留系の解析能力を身に付ける。 

：	 オンライン授業。 実際の授業時間後に、 録画した動画を視聴し受講することも可能。 

：	 73,000 円／名

：	 後期 （10 月～ ２ 月） 毎週木曜日 13:00 ～ 14:30

主 担 当

概 要

受 講 条 件

到 達 目 標

講 義 形 式

受 講 料

講義予定日

浮体式洋上風車のマルチボディダイナ

ミクスによる解析 (3）
風車RNA・タワーのモデル化

【通常講座】



九州大学洋上風力研究教育センター　洋上風力発電人材育成講座

「浮体設計」 2025年度前期

授業のテーマ 内容

1 はじめに、 流体力学の基礎方程式
流体運動の記述－ Lagrange 式と Euler 式、 Gauss の定理について、 Euler の

連続方程式、 Euler の運動方程式

2
完全流体の運動の一般論、 微小振幅波

理論

速度ポテンシャル、 Bernoulli の式 （圧力方程式）、 境界条件、 問題の定式化、 境

界値問題の解、 分散関係式

3 矩形浮体の領域分割法による解法 （１）
問題の定義、 速度ポテンシャルに関する境界値問題の定式化、 速度ポテンシャルの

一般解の構築

4 矩形浮体の領域分割法による解法 （２）
速度ポテンシャルの領域接続による未定係数の決定、 付加質量 ・ 造波減衰係数 ・ 波

強制力の導出

5 反射波 ・ 透過波と流体力の関係 Green の定理から導かれる様々な関係

6 ２次元問題における波漂流力、 解析例
RAO および反射率 ・ 透過率の算定、 定常波漂流力の算定、 解析プログラムおよび

解析例

7 着底円柱に作用する波力
問題の定義、 着底円柱に関する解析解の導出、 着底円柱に関する波力の導出、

Morison 式

8 円柱状浮体の領域分割法による解法 （１）
問題の定義、 速度ポテンシャルに関する境界値問題の定式化、 速度ポテンシャルの

一般解の構築、 速度ポテンシャルの領域接続による未定係数の決定

9 円柱状浮体の領域分割法による解法（２）

付加質量 ・ 造波減衰係数 ・ 波強制力の導出、 RAO の算定および無限遠方における

波浪場、 Green の定理から導かれる様々な関係式、 定常波漂流力の算定、 解析プ

ログラムおよび解析例

10
任意形状浮体の Green 関数法による解

法 （１）

問題の定義、 速度ポテンシャルに関する境界値問題の定式化、 水波 Green 関数の

導入、 Green の定理の適用による積分方程式の導出

11
任意形状浮体の Green 関数法による解

法 （２）

高次境界要素法の概要、 特異積分の処理、 非正則周波数 （Irregular 

Frequency） の除去

12
任意形状浮体の Green 関数法による解

法 （３）

付加質量 ・ 造波減衰係数 ・ 波強制力の導出、 RAO の算定および無限遠方における

波浪場、 Green の定理から導かれる様々な関係式、 定常波漂流力の算定

13
３次元境界要素法プログラム （KUBEM）

による解析 （１）
解析プログラム （KUBEM） および解析例

14
３次元境界要素法プログラム （KUBEM）

による解析 （２）
造渦減衰について、 箱型浮体に作用する圧力分布および縦曲げモーメントの算出

15
３次元境界要素法プログラム （KUBEM）

による解析 （３）
任意形状浮体の解析、 プリ ・ ポストの利用方法

■ 2025年度前期実施計画 ： 全 15 回 （１回９０分）

■実施概要 （2025年度前期に浮体設計、 後期に支持構造物について実施予定）

：	 宇都宮 智昭 教授 （九州大学 工学研究院 海洋システム工学部門 海洋システム設計学　兼　

	 洋上風力研究教育センター支持構造物 ・ 洋上送電研究部門長）　　

：	 浮体の波浪中応答解析法の基礎理論を理解するとともに、 実際の問題に対する解析能力を身に付ける。 前期開講の浮体	

	 設計においては、 主にポテンシャル理論により浮体の応答関数を求めるところまでを主な範囲とする。

：	 流体力学、 振動工学、 複素関数論に関する基礎的事項を理解していることが望ましい。

：	 浮体の波浪中応答解析法の基礎理論を理解するとともに、 実際の問題に対する解析能力を身に付ける。

：	 オンライン授業。 実際の授業時間後に、 録画した動画を視聴し受講することも可能。 	

：	 73,000 円／名

：	 前期 （４月１５日～７月２９日　毎週火曜日 10:30 ～ 12:00）

主 担 当

概 要

受 講 条 件

到 達 目 標

講 義 形 式

受 講 料

講義予定日

【通常講座】



九州大学洋上風力研究教育センター　洋上風力発電人材育成講座

「事業性評価」 2025年度後期

■ 2025年度後期実施計画 ： 全 8 回 （１回９０分）

■実施概要

：	 牛房 義明 教授 ( 北九州市立大学 経済学部 )

：	 洋上風力発電事業は経済、 社会 （地域）、 環境に配慮する必要がある。 そのために必要な環境評価、 経済評価の手法を身 

 に付ける。

：	 特になし。 環境経済評価の基本的な部分からの学びとなるため、 工学系の受講者が主であることを想定して授業を実施する。 

：	 洋上風力発電事業における事業性評価手法、 資金調達方法、 リスク分析などを学ぶことにより、 洋上風力発電事業の実現 

 可能性を判断できるようになることができる。 

：	 オンライン授業。 実際の授業時間後に、 録画した動画を視聴し受講することも可能。

：	 43,000 円／名

：	 後期 （10 月～ 12 月）　毎週火曜日 14:50 ～ 16:20）

主 担 当

概 要

受 講 条 件

到 達 目 標

講 義 形 式

受 講 料

講義予定日

ご担当 授業のテーマ 内容

1
北九州市立大学 経済学部 

牛房 義明 教授

洋上風力発電事業に関する環境 ・ 経済評価の概要

・ 講義で学ぶこと、 講義の進め方の説明

・ 公募占用指針、公募占用計画、 事業者選定基準

公募占用指針に沿った洋上風力発電事業計画

を作成するために必要な知識を学ぶ。また様々

な利害関係者が存在する中で実現可能な事業

計画について学ぶ。

2

九州大学 

洋上風力研究教育センター 

早渕 百合子 教授

温室効果ガス排出量の算定方法論

・ 国際枠組みにおける発電に伴う排出の算定方法論

・ パリ協定に基づく成長戦略としての長期戦略

・ 発電に伴う直接排出と間接排出の考え方

国連気候変動枠組条約及びパリ協定に基づき、

国家温室効果ガス排出 ・ 吸収量インベントリの

発電に関連する算定方法論について概説し、 パ

リ協定に基づく成長戦略としての長期戦略にお

ける再エネ導入目標や政策について議論する。

3

九州大学 

洋上風力研究教育センター 

早渕 百合子 教授

エネルギー転換部門の政策と削減ポテンシャル

・ 国レベルでの再エネ導入拡大の意義

・ 発電技術のライフサイクル CO2 排出量評価

・ 洋上風力発電における削減ポテンシャル評価

我が国のエネルギー転換部門における関連法

案について概説し、 発電技術による LCA 評価

のバウンダリーとアロケーション、 再エネ特に

洋上風力発電の削減ポテンシャル評価について

議論する。

4

RECOW 客員准教授

本脇　清羅氏

（株式会社三菱UFJ銀行）

プロジェクトファイナンスの概要
・洋上風力発電における資金調達の方法

・プロジェクトファイナンスの基本
・洋上風力発電におけるリスクとその対策
・国内外における洋上風力発電向けプロジェクトファイナンス動向

洋上風力発電事業における主な資金調達はプ

ロジェクトファイナンスであることから、プロジェ

クトファイナンスの基礎、 流れ、 リスク分析、国

内外のマーケット動向について学ぶ。

5
北九州市立大学 経済学部 

牛房 義明 教授

洋上風力発電の経済性評価

・ 洋上風力発電の収益と費用の試算方法

・ 年間発電量の評価による売電収入の試算

・ 発電コストの試算

洋上風力発電事業の経済性を評価する手法の

キャッシュフロー分析 （事業の採算性、 安定性

の評価） やリアルオプション法を学ぶ。

6

洋上風力発電の環境社会リスクと事業性

・洋上風力発電における環境影響評価制度
・計画・設計における環境社会リスク緩和策と公募占用計画
・プロジェクトファイナンスと環境社会影響評価
・環境影響評価及びモニタリング制度・手法における課題

洋上風力事業実施に係る環境影響評価制度を踏まえた

上で、許認可としての環境影響評価だけでなくプロジェ

クトファイナンスの観点からの影響評価の違いを学ぶ。

また、事業性という観点から事業者やコントラクターに

求められる環境社会リスク緩和策やモニタリングのあり

方について学ぶ。

7
東邦大学 理学部  

竹内 彩乃 准教授

洋上風力発電導入における合意形成、 地域共生に

ついて

・ 再エネ海域利用法における社会的受容の考え方

・ 法定協議会における合意形成

・ 洋上風力発電事業へのステークホルダーとの関わり方

事業者に求められる 「地域 ・ 漁業との共存共

栄策の実施」 に関わる基本理論を理解した上

で、 「令和４年度 新エネルギー等の導入促進の

ための広報等事業」 において話し合われた現

場に落とし込むためのスキームについて学ぶ。

8

RECOWアドバイザー

廣川　満哉氏
（独立行政法人ｴﾈﾙｷﾞｰ・金属鉱物資源機構）

セントラル方式による風況海象・地盤調査について
セントラル方式による風況海象・地盤調査の概要、セ

ントラル方式における調査内容、それらの調査状況を

学ぶ。

また、洋上風力発電事業を検討する際に、それらの情

報やデータをどのように活用するのかを紹介する。

RECOW 客員准教授

土岐 靖子氏

（NIRAS環境技術部（APAC））

北九州市立大学 経済学部 

牛房 義明 教授

・セントラル方式による調査制度と概要
・セントラル方式における調査内容と調査データの活用
・これまでの振り返り北九州市立大学 経済学部 

牛房 義明 教授

【通常講座】




